
講演会終了後、懇親会を予定しております。

Place : 
筑波大学 総合研究棟A-110（Department of Integrative Environmental Sciences A-110)

Date+Time : 
2012年10月24日（水） 16:00-18:00 (Oct.24(Wed), 2012 16:00-18:00)

Monitoring and modeling of water system contamination
as a basis for decision making 

on the measures to diminish population exposure doses
via aquatic pathways in the areas

impacted by the Chernobyl accident

Dr. Mark ZHELEZNYAK
Head of Department of Environmental Modelling, 
Institute of Mathematical Machines and Systems NAS Ukraine

ウクライナにおける最高の学術研究機関、ウクライナ国立学士院の環境モデリング科長Mark ZHELEZNYAK 博士が来日。
チェルノブイリ事故の影響を受けたウクライナの水系汚染と生態系への影響およびモデリングに関する講演をいたします。

■秋葉原駅からつくばエクスプレス
　　→つくばエクスプレス（時刻表）、
　　→つくば駅出口、バスターミナル
　　→つくばセンターから「筑波大学中央」行きバス（10-15分）

■東京駅から高速バス　(高速バス乗り場２番バス停)
　　→東京駅八重洲南口から「つくばセンター」行きバス（約65分）
　　→「筑波大学」（終点・バス停「筑波大学中央」と同じ位置）下車

■大学構内案内
　　本専攻がある総合研究棟Aは筑波大学の北地区に当たり、
　　第２学群の東側、本部棟の西側に位置します。
　　バスでお越しの方は大学中央バス停で下車後、徒歩０分です。
　　（下記の地図参照）。 

【 アクセスごあんない 】


